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Richness and umami of food are affected by buffer capacity. From the viewpoint of cookery
science, buffer capacity measurement of food is a means to provide useful information. The buffer
capacity is defined as the molar concentration of base necessary for unit pH change and can be ob-
tained analytically, but in actual foods, the buffer capacity is obtained from the reciprocal of the
slope of the tangential line subtracted to the titration curve. However, the experimentally obtained
buffer capacity curve often does not coincide with the theoretical one. This is because the acid dis-
sociation constant varies depending on ionic strength of the system. Therefore, the buffer capacities
of predicted buffer components in a food were measured separately, followed by performing multi-
ple regression analysis with the buffer capacity values of the food as the objective variable. As a
result, it was possible to significantly determine the concentrations of the buffer components con-
tained in the model system consisting of tris（hydroxymethyl）aminomethane and phosphoric acid
or peach liquor.
































































































































































































にシリコンチューブ（外径 3 mm，内径 1 mm）を接続し，
ローラーポンプ（GILSON Minipuls2）を用いて0.2 mL/
min の流速で行った。シリコンチューブの他端には外径
1.5 mm，内径0.8 mm，長さ220 mm のステンレスチュー
ブを挿入し，ステンレスチューブの先端は被滴定溶液中に
浸るようにして滴定液を注入した。25°Cの外部恒温槽
（ADVANTEC IMMERSION CIRCULATOR LP3110）
から水を循環させた100 mL 容量の二重ビーカーに，所定
の濃度に調整した被滴定溶液20 mL を入れ，攪拌しなが
ら，0.5 mL 滴定間隔で被滴定液の pH を0.001 pH 単位ま
で読み取った（METTLER TOLEDO MP230）。被滴定






















合水溶液とは別に，0.1 M リン酸水溶液，0.1MTris 水溶
液の緩衝能を別個に測定し，得られた緩衝能の実測値を
10倍したものを「基準化緩衝能」とした。具体的には，
各測定溶液の初期 pH を，塩酸を用いて 2 に調整後，所定
の濃度に希釈し，pH を0.4変化させるのに必要な滴定量か
3図 1 0.1 M リン酸，0.1M Tris，0.05 M リン酸Tris 水
溶液の実測緩衝能曲線
















った。すなわち，仕込み後 1 週間ごとにモモ酒25 mL の















リン酸と Tris をモデル系とし，0.05 M リン酸0.05 M
Tris 水溶液（以下 0.05 M リン酸Tris 水溶液）の緩衝能
曲線を測定した。また，0.1 M リン酸水溶液および0.1 M
Tris 水溶液の緩衝能も別個に測定し，実測値を10倍した
ものを「基準化緩衝能」とした。
図 1 に，「水の緩衝能」を除いた0.1 M リン酸水溶液，
0.1 MTris 水溶液，および0.05 M リン酸Tris 水溶液の緩
衝能曲線を示した。0.1 M リン酸水溶液には pH 2，6.8お
よび11.6付近に，リン酸の 3 つの解離基に基づくピークが
観察された。また，0.1 M Tris 水溶液も，pH 8.4に，ア
ミノ基に基づくピークが存在した。さらに，0.05 M リン
酸Tris 水溶液の緩衝能曲線には，上記の各 pH 値にピー
クが認められ，緩衝能の加成性が確認できた。
0.1 M リン酸水溶液と0.1 M Tris 水溶液の各 pH におけ
る緩衝能値を10倍して求めた「基準化緩衝能」値と0.05
M リン酸Tris 水溶液の緩衝能値を表 1 に示した。pH
2～12の範囲で，0.05 M リン酸Tris 水溶液の緩衝能値を
目的変数，1 M リン酸と 1 M Tris の緩衝能（基準化緩衝
能）値を説明変数として重回帰分析を行い，それぞれの偏
回帰係数（0.05 M リン酸Tris 水溶液中のリン酸および
Tris 濃度に相当）を求めたところ，リン酸0.0504，Tris
0.0455，定数項0.0007が得られ，重回帰式は，
0.05 M リン酸Tris 水溶液の緩衝能
＝0.0504×X1＋0.0455×X2＋0.0007 ………(12)




び Tris の理論濃度0.05 M に対する誤差率は，それぞれ－
0.8％と－9.0％であった。
リン酸濃度 0.0504 M，Tris 濃度 0.0455 M，定数項
0.0007として，各 pH 値における緩衝能値を求めてグラフ








4表 1 リン酸および Tris の基準化緩衝能
図 3 モモ酒の緩衝能曲線におよぼす熟成期間の影響
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ここでは，結果を見やすくするために仕込み後 1 週目と 6
週目の緩衝能曲線のデータを示したが，熟成 1 週目で pH





























有効性を示す統計量 T の実現値 t は，リン酸を除き有意に
高かったが（いずれも p＜0.01），リン酸については p＝
0.76となり，説明変数としての有効性は低かった13)。







6図 6 重回帰分析における適用 pH 範囲がモモ酒予測緩衝
能曲線におよぼす影響












線に存在していない，リン酸の pKa2 由来のピーク（pH 7














ン酸は pKa1＝3.1，pKa2＝4.8，pKa3＝6.4に 3 つの酸解
離定数を有する三塩基酸であり，理論的にはそれらの pH
位置に，強度の等しいピークを有する緩衝能曲線を示すは
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